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四
月
の
道
知
事
選
で
、
自
民
党
と
公
明
党
が
鈴

木
直
道
夕
張
市
長
（
三
七
）
を
推
薦
し
、
立
憲
民

主
党
、
国
民
民
主
党
な
ど
が
石
川
知
裕
元
衆
院
議

員
（
四
五
）
を
推
す
、
与
野
党
対
決
の
構
図
が
よ

う
や
く
固
ま
っ
た
。
た
だ
与
野
党
と
も
、
候
補
擁

立
を
巡
っ
て
激
し
く
混
乱
し
、
道
連
執
行
部
の
指

導
力
の
な
さ
を
露
呈
し
た
。

　

関
係
者
の
話
を
総
合
す
る
と
、
自
民
党
道
連
の

吉
川
貴
盛
会
長
と
高
橋
は
る
み
知
事
の
間
で
は
昨

年
の
早
い
段
階
で
、
高
橋
は
る
み
知
事
の
五
選
不

出
馬
と
参
院
選
転
出
、
鈴
木
氏
の
知
事
選
出
馬
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
鈴
木

氏
は
、
全
国
唯
一
の
財
政
再
生
団
体
の
ト
ッ
プ
と

し
て
赤
字
解
消
や
、
Ｊ
Ｒ
石
勝
線
夕
張
支
線
の
廃

止
を
進
め
た
手
腕
へ
の
評
価
に
加
え
、
二
〇
一
一

年
の
初
当
選
当
時
は
全
国
最
年
少
市
長
と
し
て
マ

ス
コ
ミ
な
ど
へ
の
露
出
も
多
く
、「
勝
て
る
候
補
」

と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。

　

た
だ
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
が
表
面
化
し
た
の
は
、

昨
年
十
二
月
に
高
橋
知
事
が
五
選
不
出
馬
を
表
明

し
て
か
ら
。
す
る
と
、自
民
党
道
議
や
市
町
村
長
、

経
済
界
ら
か
ら
「
北
海
道
の
ト
ッ
プ
と
し
て
は
若

す
ぎ
る
」「
国
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
借
金
を
返

済
し
て
き
た
だ
け
」
と
い
っ
た
批
判
が
噴
出
。
こ

れ
に
「
首
長
ら
の
酒
席
で
お
酌
を
し
な
い
」
な
ど

言
い
が
か
り
に
近
い
声
も
加
わ
り
、
国
土
交
通
省

の
和
泉
晶
裕
北
海
道
局
長
（
五
七
）
へ
の
待
望
論

が
高
ま
っ
た
。
和
泉
氏
は
道
内
出
身
者
で
、
道

路
沿
線
の
景
観
を
生
か
し
た
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

散 射 韻

　

逢
坂
氏
の
説
得
は
年
を
ま
た
い
で
続
け
ら
れ
た

が
、
不
調
に
終
わ
る
。
有
力
候
補
の
あ
て
が
な
く

な
っ
た
立
憲
民
主
や
連
合
の
幹
部
の
間
で
は
、
国

民
民
主
党
道
連
の
徳
永
エ
リ
代
表
、
連
合
北
海
道

の
出
村
良
平
会
長
ら
の
名
前
が
挙
が
り
、
和
泉
氏

を
支
持
す
る
自
民
党
、
経
済
と
の
相
乗
り
論
も
あ
っ

た
。最
終
的
に
石
川
氏
擁
立
に
た
ど
り
着
い
た
が
、

そ
の
直
前
ま
で
、
佐
々
木
代
表
に
混
乱
の
責
任
を

取
ら
せ
て
立
候
補
さ
せ
る
「
引
責
出
馬
論
」
さ
え

あ
っ
た
。

　

知
事
選
は
四
年
に
一
度
必
ず
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
野
党
は
こ
の
間
、
何
を

し
て
い
た
の
か
。「
道
政
奪
還
」
を
訴
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
高
橋
知
事
四
期
十
六
年
の
道
政
運
営
を

総
括
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
ふ
さ
わ
し
い
候
補
者

を
選
び
出
す
時
間
的
余
裕
は
十
分
に
あ
っ
た
は
ず

だ
。

　

さ
ら
に
与
野
党
と
も
、
候
補
擁
立
の
判
断
材
料

は
「
勝
て
る
か
ど
う
か
」
ば
か
り
で
、
そ
の
候
補

が
ど
ん
な
政
策
を
実
現
し
た
い
の
か
に
つ
い
て
語

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
口
減
少
対
策
を
ど
う
す

る
の
か
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
見
直
し
問
題
、
カ

ジ
ノ
を
中
心
と
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ

Ｒ
）
の
誘
致
の
是
非
、
泊
原
発
再
稼
働
問
題

－

。

新
知
事
に
託
さ
れ
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
十

六
年
ぶ
り
に
新
知
事
を
選
ぶ
選
挙
戦
。
鈴
木
氏
、

石
川
氏
と
も
こ
う
し
た
問
題
に
ど
う
対
処
す
る
の

か
、
選
挙
公
約
に
し
っ
か
り
と
掲
げ
、
正
々
堂
々

と
論
戦
を
繰
り
広
げ
て
欲
し
い
。　
　
　

＜

魚＞

ウ
ェ
イ
」
を
仕
掛
け
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン
。
建
設
業

界
な
ど
か
ら
の
期
待
も
高
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
吉
川
会
長
や
長
谷
川
岳
会
長

代
行
ら
執
行
部
は
、
党
の
世
論
調
査
で
鈴
木
氏
の

支
持
が
和
泉
氏
を
上
回
っ
た
こ
と
を
理
由
に
鈴
木

氏
擁
立
を
ご
り
押
し
し
よ
う
と
し
て
、
和
泉
氏
支

持
派
が
強
く
反
発
。
両
派
の
対
立
は
深
刻
を
極
め

た
が
、
鈴
木
氏
が
１
月
下
旬
に
い
ち
早
く
出
馬
を

表
明
、
こ
れ
を
受
け
て
和
泉
氏
も
出
馬
し
な
い
意

向
を
明
ら
か
に
し
て
、
結
局
、
鈴
木
氏
擁
立
が
固

ま
っ
た
。

　

候
補
擁
立
作
業
は
秘
密
裏
に
進
め
ざ
る
を
得
な

い
側
面
は
あ
る
が
、
道
連
執
行
部
に
水
面
下
で
道

議
や
市
町
村
長
、
経
済
界
の
有
力
者
に
鈴
木
氏
擁

立
の
賛
同
を
得
る
「
寝
業
師
」
が
い
れ
ば
、
こ
こ

ま
で
混
乱
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
も
し
く
は
道
連

執
行
部
に
、
か
つ
て
「
道
内
自
民
党
ビ
ッ
グ
３
」

と
呼
ば
れ
た
町
村
信
孝
氏
、
中
川
昭
一
氏
、
武
部

勤
氏
の
よ
う
な
良
く
も
悪
く
も
「
強
い
力
」
が
あ

れ
ば
…
。

　

野
党
側
の
候
補
者
擁
立
も
混
乱
を
極
め
た
。「
最

強
候
補
」
と
さ
れ
た
立
憲
民
主
党
の
逢
坂
誠
二
衆

院
議
員
の
説
得
工
作
を
進
め
て
い
る
最
中
に
、
同

党
道
連
の
佐
々
木
隆
博
代
表
が
同
党
の
鉢
呂
吉
雄

参
院
議
員
に
出
馬
を
要
請
。
鉢
呂
氏
が
昨
年
十
二

月
、
自
身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
「
熟
慮
し
て
い

る
」
と
書
き
込
み
、
佐
々
木
代
表
が
取
材
に
「
要

請
で
は
な
く
相
談
だ
っ
た
」
と
答
え
る
と
、
鉢
呂

氏
は「
出
馬
し
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
」と
記
し
た
。

「混乱極めた知事選候補選考」


